
学校運営協議会を設置する学校の状況及び委員候補者の構成
　（現在の指定期間が平成25年4月1日～平成28年3月31日の８校）

保護者 地域住民 校長 教職員 学識経験者

川中島
小学校

松下　友子
492名
(19級)

H28.2.26

部会を４つに再編し、「新しい学校のあり方を地域と共に推進する」という理念のもと、各
コミュニティ部会の取り組みを通して、学校・家庭・地域社会の創意が生かされ、共に歩
む実感と喜びの持てる教育活動を着実に進めている。今後とも「参画・協働・共汗・共
創」を合言葉に、地域が学校を支え、学校が地域に貢献するコミュニティをめざして取組
を進めていきたい。

14 3 7 1 2 1

東小田
小学校

吉田　　勲
359名
(16級)

H28.2.1

コミュニティ・スクールの研究を続けることで、学校への関心が少しずつ高まり、学習支
援・行事協力等に意欲的に参加してもらえるようになってきた。保護者・地域・学校の信
頼関係は益々高まっていくと予想できるので、研究を継続しさらに連携を深めていきた
い。また、設置より10年が経過し、保護者・地域・学校の結びつきが強くなってきており、
学校運営協議会の良さをパイロット校として他校にも広めていきたい。

16 2 7 1 5 1

幸
区
南河原
小学校

青木　由秋
394名
(17級)

H28.2.26

手探りの状態から、少しずつだが着実に歩を進め、当初は学校がリードしていた活動
も、現在では5部会からなる各コミュニティが活動の中心になってきた。地域と一体となっ
た取組は、本校教育の充実・発展につながるだけでなく、地域の担い手として育つ子ど
もたちにより、地域がさらに優しく、活力ある町へと発展していく礎になると思う。地域とと
もに創る学校の推進には最適な環境になってきており、今後もコミュニティ・スクールとし
ての取組を継続していきたい。

16 2 10 1 1 2

中
原
区

上丸子
小学校

岩間　　章
733名
(27級)

H28.2.19
5つのサポートチーム(ST)を中心に、地域の力を活用し、学校・家庭・地域が一体となっ
た教育活動を行っている。平成28年度以降も同様の活動を推進していきたい。 16 3 9 1 3 0

高
津
区

東　橘
中学校

山田　英児
983名
(30級)

H28.2.24

保護者や地域の方々からも積極的な支援と協力を得て、落ち着いた雰囲気の中、学習
や部活動で確実な成果を挙げている。学校運営協議会を中心に様々な活動を継続して
行う中で、地域の方と生徒とのコミュニケーションが図られ、生徒は「地域の中学生」とい
う意識が持てるようになってきた。これからも地域の方々の意見を参考に、子どもたちが
輝く教育現場を作っていきたい。

16 4 10 1 0 1

宮
前
区

土　橋
小学校

鈴木信一郎
963名
(34級)

H28.2.26
開校以来、コミュニティ・スクールとして、地域、保護者、学校の協働により学校運営を
行ってきた。引き続き保護者、地域住民等の学校運営への参画と協働による学校づくり
を進めることにより、児童の豊かな学びとそだちの創造を図っていきたい。

14 4 6 1 2 1

多
摩
区

中野島
中学校

樋口　安成
887名
(29級)

H28.2.15

個々の生徒が充実した学校生活を送ることができる学校づくりに向け、、学校運営協議
会等で様々な建設的意見が提言され、具現化されている。今後も学校運営協議会を母
体として、様々な取組の充実を図るとともに、地域に開かれたよりよい学校づくりを検証
していきたい。

15 1 10 1 1 2

麻
生
区

金　程
小学校

小松　良輔
398名
(16級)

H28.2.26

｢地域に開かれた学校｣から｢地域と共に子どもたちを育む学校｣へと歩みを進め、学校
と家庭、地域が連携・協同し、確かな信頼関係のもとに子どもたちを育む、その中心に
学校運営協議会が位置づいている。今後も、地域の学校運営への参画・支援を得なが
ら、地域に根差した教育活動を推進していきたい。

15 3 8 1 3 0
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